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【これまでの従業員の皆さんの努力の結果】
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芽が出てきた新しい 2本柱の花 を咲か

心 に 夢 を 仕 事 に 情 熱 を

21 世 紀 は 心 の 時 代

21 世 紀 会 社 方 針

新生「和光電子」の職場役割分担を充実した年

力を合わせて、自分たちの会社(職場)が、21世紀に生き残っていける会社にして

世の中に貢献し、働く皆さんが会社を通してより良い豊かな人生を送れる為の方策です。

(お客様にしっかりと顔を向け,情熱をもって手抜きせずに一生懸命仕事をすれば,結果は後から付いてきます。)

「だれにも負けない努力」

を継続しましょう。

(お客様の信頼と満足を得られる様にする為に)

本年度:「さーあ やろう、今年もやるぞ十年目」

何 を や る の か : !

出 荷 不 良 品 ゼ ロ へ の 再 挑 戦 。

とする事ができました。

(①既存柱の発展的確保 ②ﾒｰｶｰ体質の新規柱の構築 ③ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ関係の新規性の構築。)

新生「和光電子」を軌道に乗せて立ち上げした年

新生「和光電子」の信頼と安心の礎を築いた年

新生「和光電子」の礎を、磐石なものとした年

新生「和光電子」の職場環境を整備充実した年

新生「和光電子」が世界的大不況に打ち勝ち生き残れる会社にできた年

新生「和光電子」の新しい2本の柱の芽吹かせ出来た年

新生「和光電子」を成長軌道に向かってチャレンジ開始の年

新生「和光電子」を成長軌道に乗せるベースを築いた年
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